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Enabler（イネーブラー）として
保証インフラ機能を提供

保険
会社 サービス組成

クライアント

保証
サービス

最
適
化
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

消費者

イネーブラー※

（システム/オペレーション提供）

ブランド
プロバイダー

（ライセンス保有者）

※イネーブラー：特定のコア技術で社会システムを支える企業
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Provider（プロバイダー）として
資金決済インフラ機能を提供

最
適
化
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

消費者

資金決済業
クライアント

資金準備
サービス

ブランド
プロバイダー

（ライセンス保有者）



8

リアルとデジタルを組み合わせ
新たな顧客体験価値を提供

新
た
な
顧
客
体
験

価
値
の
提
供

消費者AI自動対応×専門家対応
ハイブリッド型

コンタクトセンター

オンライン動画による
点検・現地調査サービス

メンテナンス業界特化型
見積・決済システム

高品質な全国
メンテナンスネットワーク

クライアント

アフター
サービス

ブランド

オペレーション支援



ストック型とフロー型の
ハイブリッド型経営が特徴
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HomeworthTech事業 ExtendTech事業

建物・設備に関する長期保証

期間按分計上が中心

保証制度構築コンサル
＋アドミ業務

当期一括計上が中心

主力商品

ハウスメーカー・マンション
デベロッパー・ビルダー・工務店
などを中心とした住宅事業者

累計取引社数 約4,000社

再生可能エネルギー関連
教育ICT関連などを

中心にした各種メーカー

累計取引社数 約1４0社

主な取引先
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創業以来、１４期連続で増収を達成

10
※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を２０２２．６期の期首から適用しており、
２０２１．６期については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値を記載しております。
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売上高

営業利益

経常利益

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

1,744

330
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＋３３
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１１３.８％

12

3,953

860

1,010

685

１，７３３

２８９

３６０

２４３

売上高・利益ともに
期初の公表数値を超過達成



主要２事業とも対前年比プラス成長
特に住宅領域が順調に推移
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売上高

Homeworth
Tech

事業

ExtendTech

事業

その他

1,744

1,051

672

2０
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主要2事業ともに順調に進捗
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Homeworth
Tech
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ExtendTech

事業

その他

営業損益 ３３０
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長期保証サービスは、会計処理上
拡大期に利益が圧迫される構造
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（例）第n期に10年間の設備保証料を一括領収した場合

入金
ベース

会計
処理

保証料
入金

10

１

n期 n+1期 n+2期 n+3期 n+4期 n+5期 n+6期 n+7期 n+8期 n+9期

１ １ １ １ １ １ １ １ １

B/S（長期）前受収益として計上

同様に原価（保険料等）も分割計上

手元には潤沢なキャッシュが発生
（成長投資や資産運用の原資に）



保証契約残高は
当第２四半期末で８４億円を突破
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保証契約残高（【前受収益＋長期前受収益】の残高）
↓

将来に亘っての確定売上

2023年6月期
第1四半期

2022年6月期
第4四半期

2022年6月期
第3四半期

2022年6月期
第2四半期

2022年6月期
第1四半期

2021年6月期
第4四半期

2021年6月期
第3四半期

2021年6月期
第2四半期

2021年6月期
第1四半期

2020年6月期
第4四半期

2020年6月期
第3四半期

2020年6月期
第2四半期

2023年6月期
第2四半期
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2022年6月期

第3四半期

2022年6月期

第4四半期

2023年6月期

第1四半期

2023年6月期

第2四半期

2023年6月期

第3四半期

2023年6月期

第4四半期

再生可能エネルギー領域を中心に
売上高は拡大見込み
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ExtendTech事業における売上高の内訳とその推移
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前期比で大幅な増収・増益を予想
経常利益は初の大台：10億円超過へ

※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を２０２２．６期の期首から適用しており、
２０２１．６期については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値を記載しております。

営業利益
経常利益
（百万円）

販管費
（百万円）

2017年6月期 2018年6月期 2019年6月期 2020年6月期 2021年6月期 2022年6月期 2023年6月期
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新サービス投入により市場の拡大を推進

設備保証

建物保証

地震保証

資産価値保証

地場工務店
ハウス
メーカー

賃貸用

約33万戸

住宅着工件数イメージ

商品単価イメージ
（入金ベース）

約10万円

約20万円

約10万円

約10万円

×

約８５０億円

約６６０億円

約６５０億円

※住宅着工件数は国土交通省建築着工統計などから当社独自に作成

約2１5億円

新サービス投入により

約1,525億の

マーケットメイク

対応マーケット

約10万戸 約32万戸 約10万戸

有力
ビルダー
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パナソニックビルダーズグループ加盟店に
地震保証の提供を開始

設備保証

建物保証

資産価値保証

地震保証

2020年7月投入

2009年3月投入

2021年6月投入

現在の主力商品

次世代の主力商品へ

2022年7月投入

パナソニックビルダーズグループ加盟店（38０社）の
新築戸建て住宅向けに「地震あんしんサポート」の提供を開始 ＜2022.12.9プレスリリース＞
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カーボンニュートラル実現に向け
EV/PVの普及が加速
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住宅再エネ設備関連のマーケット規模は
今後大幅に拡大の見込み

（予想） （予想）

「調達価格等算定委員会」などの資料をもとに日本リビング保証作成

（億円）
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EV/PV領域をオールカバーする
保証引受体制をいち早く構築完了

PV・EV関連機器をオールカバーで保証引受可能
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保証サービスのDX化アプリ
「My Warranty※」を本年春に投入予定

※画面はイメージ

保証申込・保証書管理・修理受付が

スマホで完結

ユーザーからの修理依頼を

チャット機能で

自動受付・差配

故障の状態を

オンラインで

確認可能

契約情報・修理進捗は

専用システムで
確認可能

＜オンライン動画機能を搭載＞＜高性能AIチャット機能を搭載＞

※正式名称として「All Warranty」から変更
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My Warrantyを活用し、新市場を開拓
保証の新たな可能性に挑戦
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おうちマネージャーの導入事業者拡大
金融プラットフォームの足掛かりに
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